
 

 
 

沖縄キリスト教学院 仲里朝章記念チャペル 

月曜礼拝  
       2020 年度キリスト教活動年間テーマ 

「正義と平和を共に創造しよう」 
 「正義が作り出すものは平和であり 正義が生み出すものは とこしえに安らかな信頼である。」  

                                                    （イザヤ 32：17）  

沖縄キリスト教学院大学・沖縄キリスト教短期大学 

〒903-0207 沖縄県中頭郡西原町字翁長 777 番地 

TEL：098-946-1231（代表） 

                    

                     2020 年 10 月 5 日［月］9：50～10：10 

                                              司会：野間 光顕（宗教部長補佐） 

                                                           ﾒｯｾｰｼﾞ：金  永秀（学長） 

【前  奏】   奏楽：糸洲のぶ子 (宗教部職員) 

【讃 美 歌】  ５０２番 「いともかしこし」 1 番  

【主の祈り】                   （＊プログラム 4ページ） 

【聖書朗読】旧約聖書 創世記 1 章 1 節、1 章 31 節～2 章 3 節 （旧約ｐ.1 -2） 

『１：１初めに、神は天地を創造された。 

31 神はお造りになったすべてのものを御覧になった。見よ、それは極めて良かった。夕べが

あり、朝があった。第六の日である。 

２：1 天地万物は完成された。2 第七の日に、神は御自分の仕事を完成され、第七の日に、

神は御自分の仕事を離れ、安息なさった。3 この日に神はすべての創造の仕事を離れ、安

息なさったので、第七の日を神は祝福し、聖別された。』 
 

1:1 In the beginning when God created[a] the heavens and the earth, 

31 God saw everything that he had made, and indeed, it was very good. And 
there was evening and there was morning, the sixth day. 

2:1 Thus the heavens and the earth were finished, and all their multitude. 2 And 
on the seventh day God finished the work that he had done, and he rested on 
the seventh day from all the work that he had done. 3 So God blessed the 
seventh day and hallowed it, because on it God rested from all the work that he 
had done in creation. 
【メッセージ】       「安息日の意味」         学長    金 永秀

【祈  祷】 

【後  奏】 

【報  告】 


